
45 

 

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 

難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究 

分担研究報告書 

 

肝硬度は原発性胆汁性胆管炎の病期を予測できる 
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研究要旨：FibroScanを用いた肝硬度測定が原発性胆汁性胆管炎の Nakanuma分類が予測

可能か 74名の患者で検討を行い、非侵襲的に予測する方法の一つとなりうることを明ら

かにした。 

共同研究者 
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Ａ．研究目的 

原発性胆汁性胆管炎（PBC）の病期診断に

ついて FibroScanを用いた非侵襲的な方法

で評価することが可能かどうか明らかにす

ることである。 

 

Ｂ．研究方法 

74 名の PBC患者において FibroScanを用

いて肝硬度を測定し、Nakanuma分類による

病理学的進行度、他の線維化マーカーとの

関連性について検討した。（倫理面への配

慮）本研究は信州大学医倫理委員会で承認

済み（3504番）。研究対象者に対して書面

でインフォームド・コンセントを取得して

いる。 

 

Ｃ．研究結果 

肝硬度は Nakanuma分類と有意に相関を示

していた（r = 0.501, P < 0.001）。肝硬度

は M2BPGi、FIB-4 indexとも有意な相関を

示していた。肝硬度と M2BPGiの組み合わせ

は進行 PBC を鑑別可能である。 

 

Ｄ．考察 

FibroScanは肝硬度を非侵襲的に測定可

能な方法であり、様々な肝疾患で有用であ

ることが報告されており、今回 PBCの

Nakanuma分類における病理診断との関連性

ついて明らかにした初めての報告である。 

 

Ｅ．結論 

 FibroScanを用いた肝硬度の測定は PBC

における非侵襲的に予測する方法の一つと

なりうることを明らかにした。 
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